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・ 大規模災害に備えた総合的な体制整備が必要である。

・

・

・
高齢者や障害者などの要支援者に対しては、それぞれの事
情に応じた避難計画を準備する必要がある。

・

・

・
避難所の設営にあたり、市町村によっては人材確保や設営
に係る経験等の差がある。

・

・

・
急性心筋梗塞等の急性期疾患に対しては、発症現場におい
て適切な処置を行う必要がある。

・

・

提案の概要 提案の趣旨など

他の専門部会への提案

提案元部会

4 基本政策

　速やかな救急体制を構築することは言うまでもないが、初期対応と
してのＡＥＤの活用も大事である。しかしながら、実際にＡＥＤを使
う現場に直面したときは、医療従事者などの経験者でないと躊躇する
と思われるので、救命講習などの機会を充実させることは必要であ
る。

1 基本政策
　災害時に備えた協定は重要であるので、災害派遣チームの派遣のほ
か、事業者からの支援、市町村間での共助という総合的な体制構築を
進めていただきたい。

3 基本政策

　昨年の大雨災害時、県医師会で各避難所を見回りしたところ、避難
所として開設されたが、段ボールベットが無いなど、各地域や市町村
によって運営方法にばらつきがあると感じたので、適切に設営できる
よう支援する必要がある。

2 基本政策
　高齢者や障害者への避難にあたっては、ＢＣＰも含めた個別避難計
画の策定が急がれる。

資料３


